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産後の抑うつとソーシャルサポート
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目的　産後3ヵ月の母親における抑うつ状態，ならびにそれがどのようなあるいは誰からのソーシャルサポ

ー卜と関わっているのかを，明らかにする。

方法　1993年10月に，東京都区内5ヵ所の保健（相談）所で3～4ヵ月乳児健診を受診した母親300人を対象

として，属性・抑うつ状態・ソーシャルサポートに関する自記式質問紙調査を実施した。属性・ソーシ

ャルサポートと抑うつの関連性について，一元配置分散分析およびピアソンの積率相関係数により検討

し，さらに，属性をコントロールした上でのソーシャルサポートと抑うつの関連性について，重回帰分

析により検討した。

成績　抑うつ得点は，平均値が37.3±7.5点で，40～47点（軽度）が73人（28.5％），48点以上（中等度以上）

が27人（10.5％）であった。年齢・子供の人数・学歴・家族類型・仕事の有無をコントロールした上

で，抑うつ得点と単独で有意な関連が認められたのは，以下の変数であった：夫が「心配事や悩みを聴

いてくれる」，「あなたに気を配ったり思いやったりしてくれる」，「授乳や食事の世話をしてくれる」頻

度，夫の親が「出産や育児，子供の発達に関して心配事を相談できる」，「子守りや子供の遊び相手をし

てくれる」頻度，夫および夫の親からの情緒的サポート得点。これらのサポートの状況が良いほど，抑

うつ状態は少なかった。一方，自分の親・近所の人・友人からのサポートは，抑うつと関連がなかっ

た。

結論　本調査対象集団の抑うつレベルは，一般市民女子と同様であった。夫からの情緒的サポートならびに

夫の親からの情緒的・手段的サポートが多いほど，抑うつレベルは明らかに低かった。よって，抑うつ

予防の上では，母親と家族がサポートの重要性を理解し家族によるサポートを向上させることや，母親

自身も対処能力を向上させることが，重要と考えられた。この観点から，①母親学級・両親学級・育児

学級等における夫婦を対象としたメンタルヘルス教育の実施，②新生児訪問・3～4ヵ月健診・育児相

談等の個別面接時における，夫婦関係や家族のサポートに関するカウンセリングの実施，といった母子

保健施策の必要性が示唆された。
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